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価値の見直し －「学びの環境」を整備する－

教室前面の掲示を整理したり、きちんと挨拶をしたり、机上を整理することなど

の意味と価値は何でしょうか？

私たちが日頃当然と思って指導している事柄の中にある教育的価値を見直してみ

ると、発達課題に苦しんでいる生徒の支援に役立つことがたくさんあります。

本節では、「学びの環境」を整備することに内在している価値について、本校が

どのように考え、どのように実践を展開しようとしているのかについて述べます。

３．２．１ 「学びの環境」を整備する意味とは？
研究の第 2 段階は、「教師が日常的に行っている指導」の中に、特別支援教育の視点がた

くさんあり、その意味や価値を改めて見直すことでした。

「価値の見直し」とは、私たち教師が日頃何気なく行っている実践について、「なぜ、そ

うするのか」という疑問に、教師自身がその意味を再検討し、その意味を生徒に伝えられる

ようにするということです。

平成 21年度第 7回校内研修では、「学習環境整備における価値観の共有」をテーマに、

①授業前の環境や準備 ②板書計画 ③ノートの使い方の指導 ④指示や発問

⑤学習過程 ⑥ＩＣＴの活用

の 6 項目について「なぜなのだろ

う？」という疑問に、「それは○

○だからです」と理由を考え、そ

のことが「特別な支援を必要とし

ている生徒にとってどのようなメ

リットがあるのか」を全員で考察

しました。

例えば、「生徒が安心する教室

の環境整備」に関して、「黒板に

不要な掲示物や書き込みを減らす

のはなぜか？」という疑問に、「情

報過多になり、落ち着かなくなる

生徒がいる」ことを教師が認識し、「不要な刺激を減らして集中できるようにするためです」

とどの教師も生徒に説明できることをねらいとしました。また、教室前面の掲示を整理し、

前面黒板の周りをすっきりさせ刺激を減らす工夫をしたり、スケジュールボードを活用して

一日の生活の見通しを持って生活できるよう工夫しました。

さらに、これまで背面黒板を利用して行っていた「明日の連絡」を、短期記憶が弱く後ろ

を向いて記録する困難さを改善するために、教室の前にあるスクリーン、教材提示装置を利

用して行うよう変更しました。
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平成 21 年度第 8 回校内研

修ではまた、日々の授業実践

から、各教科で行われている

工夫を、特別支援教育の視点

で捉え直すこととしました。

「なぜ指示の言葉は短い方が

いいのか」「それは聞き漏ら

しが多い生徒への支援になる

から」など、指導の工夫に秘

められている「価値」を全員

で検討しました。

普段の教育実践の一つ一つ

を振り返り、その「価値を見

直す」作業は、授業や学級で

日々悪戦苦闘している「教師

の困った感」（教師が困ってい

ること）を、「生徒の困り感」

に変える作業であり、実践し

てきたことを拾い集めてみる

と、「こんなこと意識しなかっ

たけれど今までもやっていた」

ということに気づきます。

特別支援教育は、難しい取

組ではありません。普段行っ

ている指導の工夫に潜んでい

る価値を見直し、意識して取

り組むことで、支援が必要な

生徒だけではなく、他の生徒

にとっても有効な支援になり

ます。

本校では、支援を具体的な

指導に変えられるよう工夫や

改善をまとめ「深谷中学校ス

タンダード」を作成しました。

「深谷中学校スタンダード」

は、教師にとっては支援の価

値を共有でき、生徒にとって

は行動の支援となり、生徒の

自律した生活を促す手だてとなっています。
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